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1467-68年次ブルゴーニュ公財政の支出見積6tatに関する史料論的考察
一補論と続論一

藤 井 美 男

はじめに1)

西欧中世の都市財政や君主財政において､会

計処理を終えた後で正式に作成 ･提出される会

計簿とは別に2)､会計処理をする過程で作成さ

れる実務的な文書が稀に伝来することがある｡

1) 後注4で述べる理由から､本稿で参照する文献
は以下の5点に限定した｡引用する際は､著者名 ･
出版年 ･当該ページ数を略記し文中に挿入して示

す｡Amould,M.-A.[1974]Uneestimationdesrevenus

etdesdepensesdePhilippeleBonen1445,inActa
HistoricaBruxellensia.Recherchessurl'histoL'redes

jinancespubliquesenBelgique,t.3,p.13I-219.Amould,
M.-A.[1984上しepremierbudgetduducCharlesde

Bourgogne(146711468),inBulletL'ndelacomml'ssL'on
tlDyaled'hL'stoJ'Te,t.150,p.226-271.Somay,J･[1987]
LesetatsprevISIOnnelsdesrlnanCeSducalesautemps

dePhilippeleBon,inEludesbourguignonnes:jinance
etviedconomlquedanslaBourgognemddidvale:

linguistiqueettoponymiebourguignonnes.Actesdu

lO9econg,さsnationaldessocz'dte'ssavantes(D'jon,
1984),Sectiond'histoiremddidvaleetdephilologie,

t.2,Paris.p.35-94.藤井美男【2002]｢近代国家形成過
程に関する一考察- ヴアロワ朝初期ブルゴー

ニュ国家の財政改革を中心に- ｣政策評価研究会

(九州大学大学院経済学研究院)編 『政策分析2002
- 90年代の軌跡と今後の展望- 』<九州大学出

版会>p.203-234.藤井美男[2004]｢フランドル伯領
-ブルゴーニュ公国における財政システム- 中

世後期予算観念の萌芽に至る軌跡をたどって- ｣

政策評価研究会 (九州大学大学院経済学研究院)編

『政策分析2004- 国際化 ･分権化時代の日本経

済の存立基盤- 』<九州大学出版会>p.377-404.
2)西欧中世においては､エージェント(代理人)シ
ステムに基づく責任負担 .責任解除が会計処理の

原則をなしていた｡その意味で､会計簿は財務を

請け負った代理人が監査を受け､責任解除される

ための ｢決算書｣の意味合いも持った｡これにつ

いて詳細は､拙稿 (藤井12002】)を見られたい｡

それはフランス語でetatと呼ばれ､しばしば考

察の対象となってきた｡筆者も､近代国家形成

過程を彩る一側面として､15世紀半ばに作成さ

れ伝存してきたブルゴーニュ公国財政のetatに

関する検討を前稿 (藤井[2004】)で行った｡

etatが､備忘録のように一時的に作成される

性格を持つ文書であるため､用済みとなった後

は廃棄されることが多く伝来しにくい史料であ

ること､過去 ･現在 ･未来の財政に関する状態

や会計処理を記したものだけに､一義的な分類

や定義をすることが困難な史料であること､を

前提にした上で､前稿では1445年次と1467-68

年次のブルゴーニュ公財政のそれを比較分析し

たのである｡

とりわけ後者については､1984年刊行のアル

ヌール版 (Arnouldl1984]) と1987年刊行のソル

ネ一版 (somay【1987])とが知られているが3)､

双子文書のような両版冒頭部分での細かな相違

を比較分析することで､当時公国財政を司った

会計官たちが､与えられた収入源の中で翌年次

の支出を見通そうと力を尽くしていた様相を示

してくれること､いわば一種の萌芽的 ｢予算書｣

を作 り出そうとしていた様相を描いた｡

その際紙幅の制約もあって､2つの版のetat

3) 既刊､未刊を問わず中世後期ブルゴーニュ公財
政について伝来するitat史料群の現況については､

本稿後出表1と表2を見よ｡
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の前半部分だけの考察にとどめ、後半部分に関

しては手つかずのままとなっていた。、奉献は・・

この残された課題を果たそうとする試みであ

る。とはいえ、議論の性格からして後半部分の・

み完全に切り離して検討に付すことは適切では

ない。そこで、前稿との重複を承知の上で、本

稿でも両版の前段部分の分析から開始すること

とした。その際、後半部分の検討との絡みもあ

り、前馬では十分に意を尽くせなかった行論箇

所についてかなりの加筆修正を加えた。その意

味で、前稿の単純な復刻とはなっていない。卒

論・続論とする所以であり、この点も含めて大

方の御批判、御叱正を乞いたいと思う4）。

1　1467－68年次6tat前半部分の検討

　フィリップ＝ル＝ボン最晩年の時期にシャロ

レ伯だった公太子シャルルの1467年5月8日付

の命令にもとづき、収支に関わる6tatが複数作

成され、同年の終わり頃会計院へ送付された

（Amould［1984］p．230－231）5）。リル文書館に伝

来するこれらの史料に「予算」という刺激的な

タイトルを付して初めて刊行したのはアルヌー

ルであった（表1（4））。その後ソルネーが同じ

年次の収入見積をディジョン文書館で、また支

出見積に関してリル文書館でアルヌール版とは

別の版を発見し刊行した（表2D3）。

　ソルネーが公刊した1467年次の6tat（収入見

4）　なお、本論では研究史の類については一切割愛
　した。先行する拙稿2作（藤井［2002］：［2004］）でそ

　れは尽きていると考えているからであり、そちら
　を参照頂くよう切に願う。

5）・1467年5月8日付で、収支に関わる6tat　g6n6ralの

　作成を命じるシャルルの命令状が公布されている
　（Amould［1984］p．230）。既に1464年頃からシャル

　ルは、父公フィリ‘ップ（1467年6・月15日没）に代

　わって、特に外交・軍事を中心として公領統治に実
　権を握りつつあった。

積）は、ブルゴーニュを始めとして、ブラバン

ト場下領邦ごとの収支を算定して僻別に緯収入

を記録するというもので、’ソルネーの整i理では

計605の細目から成り立っている。そこに記録

された純収入の総額は209．3901b．3sである

（Somay［1987］p．80）6）。他方、アルヌールが刊

行した分の6tatは収入のみを記した要約版と

なっている。つまり、同じくブルゴーニュに始

まる領邦ごとの記載ではあるものの、ソルネー

版とは明らかに異なって支出関連の記載がな

く、収支の相殺結果として出てくる純収入のみ

を個別に記述するという方式を採っているので

ある（表1（6））。その総収入は、209．0431b．19s．

4d．でソルネー版とほぼ同額である。ただし、こ

の史料の次ページにはリエージュ領からの2収

入が追加されており、それを含むと総額は238．841

1b．3s．9d．と若干膨らむ（Arnould［1984］P．266）。こ

の追加費目の存在と純収入のみの記載という事

実を勘案すれば、アルヌール版の収入見積は、

ソルネ旧版収入見積の作成が終了した後に行わ

れたと考えられよう。

　さて問題は支出見積を記した6tatである。上

記ソルネー版で1ま、1467年深の収入見積書にす

ぐ続き「前述の総収入を前提として、総会計長

官によ一って執行されるべき支出」と印象的な冒

頭分が記されている分である（表4）。アル

ヌール刊行分も同じ支出見積の異版である（表

3）。この2つの6tatの前半部分には殆ど違いが

なく、うりふたつといってよい。しかしまた、

仔細に検討すると小さ，な相違の存在にも気づか

される。この小さな差が、6tatの機能について

6）　本文行論中、同時代の貨幣金額表記は見易さを
　考慮して、lb．　s．とした。、ただし、史料文を直接引用

　する場合や後出の表の中では原典のままとした。
　したがって、1．s．のように記している場合がある。
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表1　15世紀ブルゴーニュ公財政における6tatの伝来状況1

区分 起草：年 内　容 原典所在地 刊行状況

（1） 　1445年
S月8日以前

ブルゴーニュ公、公妃、

{廷などの支出見積

Arch．　D6P．　Nord，

a14
Amould［1974］
獅潤D2，　P．169－174

（2） 1445年
R－4月

エノー伯領の収支概要

Arch．　G6n6rale　du

qoyaume，Chambre
р?ｓ　Comptes，　Doss．

`dmi．171

Amould［1974］
氏E・3，P・174－305

（3）
1445年
S．月8日

ブルゴーニュ公国財政収

x概要（上記（1）の基礎資

ｿ）

Arch．　D6P．　Nord，

a14
Amould［1974］
獅潤B4，　P．206－211

（4） 　1467年
P0月1日以前

1467－68年次ブルゴー
jュ公国支出見積

Arch．　D6P．　Nord，

a2069／no．65．O14

Amould［1984］no．1，

o．248－253

（5） 1467年
P0．月1日

1467年次回3ケ．月分の支

o見積

Arch．　D6P．　Nord，

a2069／no，65．020

Arnould［1984］no．2，

o．253－258

（6） 1467年

P2月

1467－68年次ブルゴー
jュ公国収入見積

Arch．　D6P．　Nord，

a2069／no．65．027

Arnould［1984］no．5，

o。261－271

実は大きな事実を物語ってくれる。そこで、こ

れら2つの版からそれぞれ最初の十数費目の部

分をなるべく刊本に忠実な仕方で抽出「し、まず

第一段階の比較考察として検討していこう。

　ソルネーは、論文中刊行した史料すべての勘

定費目に連番を付しており、ここでまず検討に

伏すのは、606番から620番である。これを本稿

行畠中ではS．606～S．620と記す。アルヌール版

の同一費目部分には番号付けがなされていな

い。ここではソルネー版との比較のために該当

箇所への連番を付し、便宜上同様にA．1～A．13

と表記する。

　表3と表4を比べてまず注目されるのが、各

出費項目間の異同である。A．7に相当するS．614

の服飾関係費の前に、アルヌール版には存在し

ない債務S．613がソルネー版では記されている。

これが、A．9では支出合計89．0001b．とあるのに

対し、S．616の次行の合計欄は空欄となってい

る事実に反映している。つまり、S。613の債務

は「年次進行に伴って支払うべきもの」となっ

ていて、その時点で額が未確定ゆえそうした記

帳結果となったに違いない。ただし空欄とはい

え、S．613で具体的に債権者名が複数記されて

いるので、この債務が全く根拠のないものでな

いことは明らかである。

　次に、A8は建築・補修に関する費目（ただし

額は空欄）であるが、ソルネー版にはなぜか該

当欄が存在しない。これが文書作成時に後で追

記された一文であること（Arnould［lg84］p．248）

を考慮すると、S．613の債務の場合とは逆の意

味で示唆的である。というのも、建築・補修に

かかる費用は通常巨額となるはずで、それが

ん8でだけこのような記述になっているという

ことは、この費目が事前に十分予定されたもの

でなく、具体的な根拠が薄弱なまま文書作成の

関係者によって一種独断で追記された部分とも

受け取れるからだ。

　同様に巨額なシャロレ伯（即ちシャルル自

身）に関する経常・臨時支出は、S．617とS．618

で計34，8001b．と計上されるが、逆にアルヌール

版には出てこない。他方、公娘マリーの経常・

臨時および内宮の出費については、いずれの版
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表2　15世紀ブルゴーニュ公財政における6tatの伝来状況H
（Sornay［1987］より）

第1区分
i対象時期）

第2

謨ｪ
起草年’ 内　容

　　　　原典所在地
i＊印はSomay［1987］中刊行分）

1424年 ブルゴーニュ公領総会
vの収支見積

Arch．　D6p．　Doubs，　B　528

A1 1426年
ブルゴーニュ公領総会
vの財務概要

　　　　　　　　　　　O`・ch．D6P．C．d・0らBB831

　　A
i1424－1427）

1425－26年 フランドル伯領総会計
ﾌ財務概要

Arch．　D6p．　Nord，　B　4093

A2 1425－26年
アルトワ・ピカルディー

e髄室会計の収支見積
Arch．　D6p．　C．　d’Or，　B　488

A3 1427年
ブルゴーニュ公経常・特

ﾊ支出官Gギルボーの
燒ｱ概要と収支見積

　　　　　　　　　　　2＊Arch．　D6p．　C．　d’Or，　B　486

　　B
i1437－1439） 一 一

1437年の命令により、旧

ﾌ邦について毎年の収
x見積が恒常化。30通ほ

ﾇ伝来

Arch．　D6p．　Nord，　B　20142

Cl 1441年

シャロレ・マコン各藩と

�ﾜの個別会計の財務
T要など

A・ch．　D6P．　D・ub・，　B　llO4’，

P081，1384，1448，1567，1585，2132

`rch．　D6p．　Nord，　B　20142

C2 1444年 同　上
A・ch．D6P．D・ub・，B11041b札1081，1384，1448，1567，1585，2132

　　C
i1441－1445）

C3

1445年
S，月8日

①公領全体の収支概要 前表1（3）参照

1445年
②エノー伯領の収支概

v
前表1（2）参照

C4 1445年

S月5日

ブルゴーニュ公領個別

秤?計の財務概要など
ﾌ集成

A・ch．　D6P．　C．　d・0らB1383bis

C5 1445年 同　上 Arch．　D6。Doubs，　B　l　lO43，1081

D1 1451年
公妃とサラン会計の財

ｱ概要
　　　　　　　　　　　20`rch．　D6p．　C。　d’Or，　B　l　383

D2 1463－72年 諸領邦の財務概要 各文書館に散在

　　D
i1451以降）

D3 1467年
ブルゴーニュ公国全体
ﾌ収支見積
i前表1（4），（6）参照）

＊収入Arch．　D6p．　C．　d’Or，

@　　B138370
@（Somay［1987］no．2，　a），　p．58－80）＊支出Arch．　D6p．　Nord，　B　2072

@（Somay［1987］no．2，　b），　p．81－85）

においても、合計15．2401b．と同額で記されてい

る。公娘に関係する支出以降の費目は、個人に

対する定期金や給付金の支払費目で、それがい

ずれの版においても最後まで延々と続くことに

なる。この後半部分の検討は次節で行う。な

お、もう1つ小さな相違をここに記せば、肉屋

その他への債務として総額20．0001b．がA．10と

S．615で記帳されているが、後者ではその臨時

支出を想定した内訳が8．0001b．と記されている。

　以上のように、1467－68年次の支出見積に関

して2つの版の冒頭部分を抽出しただけでも、

幾つかの差異を指摘することができる。そして
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表3　アルヌール版支出見積書（1467－68年次）抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Amould［1984］no．1，P．248－250）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注：［1内はアルヌールにより、〈〉内は同時代に追記された一文）

　Le　cler　des　demaines　de　fbu　monseigneur　le　duc　de　Bourgogne（ayans

presentement　cours）monteront　pour　cest　an　selon　ung　quayer　de　papPi6r．

ou　icellui　est　declair6　au　long　a　la　somn真e　de［δ10〃。］．

Sur　lequel　cler　sont　a　conduire　les　parties　qui　s’ensuivent：

　　　　　Et　premiers
l．Pour　la　despence　ordinaire　de　I’ostel　de　monsei－

　gneur　le　duc，　laquelle　se　compte　par　les

　　　　む　　

2．Ambassades，　gros　voyages　et　messageries，　a

　5001b．　par　mois

3．Dons　et　def匠aiemens　d’ambassades

4．Escuierie，　ou　sont　comprins　habillemens　des

　pages，　hamas　de　guerre　et　de　chevaulx，　pain－

　tures　et　autres　partles

5．Of廿andes，　aumosnes　et　obsecques

6．Frait　de　monnoies　et　perte　de　finances

7．Achat　de　draps，　de　soye　et　d¢layne

8．＜Ouvraiges　pour　les　maisons　et　fbrteresses　des

　pais　de　monseigneur＞

（au　bas　de　la　page：）So㎜e：89．000

（p．2）　9．Deniers　pay6z　en　l’acquit　de　fbu　rhonseigneur，

　　　　tant　aux　marchans　bouchiers　que　autrement　en

　　　　deduction　d’icelles　debtes

　　lO．　Achat　et　conduicte　de　r　artillerie

　　l1．Amadamoiselle　de　Bourgogne　pour　sa　des－

　　　　pence　ordinaire　et　extraordinaire

　　l2．　Et　pour　les　filles　de　son　hoste1

72．0001b．

6．0001b．

4．0001b．

2．0001b．

2．0001b．

1．0001b．

2．0001b．

［わ10ηo］

20．0001b．

6．0001b．

15．0001b．

　2401b．

”●●●●．．”・…・… q以下略〉・・……………・

瞥見した範囲だけで言えば、ほぼ同一内容を保

持するとはいえソルネー版の方に追記が多く見

られ、シャルルの支出が計上されていることも

併せると、上述の収入見積の場合とは逆に、ア

ルヌール版の支出見積の方がソルネー版のそれ

より時間的に先行して作成されたことを想像さ

せる7）。そしてそれは、今1つの重要な箇所、

つまり同じく冒頭部分での収入見積金額の有無

を見ることによって、さらに確かなものとなる。

　つまり、アルヌール版の支出見積の冒頭に

は、収入額が空欄一アルヌ．一ル自身の手で

［わ10〃。］一となっている。これに対し、前述し

たようにソル．ネー版のそれでは．《So㎜e　par

soy…209．3901．3s．》という金額が記されている。

これが収入見積の方で記された金額にぴったり

一致していること（Somay［1987］no．2，　P。80）、ま

たアルヌ「ル版での収入見積の合計もほぼ同一

額であることは既に述べた通りである。とする

ならば、当時収入見積の取りまとめが12月後半

頃完成するよりも前に賊アルヌール版の支出

見積が作成されたことは疑いの余地はなかろ

う。それ故、アルヌールがその刊行年月を財政年

次開始の10月1日以前と想定したのは確かに正

鵠を射てい．たことになる（Arnould［1984］p．232）。

7）そう考えれば、前述A．8の含意が分かるであろ．う。
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表4 ソルネ一版支出見積書 (1467-68年次)抜粋
(Somay【1987】p.80-81)

(注 :ハイフン中星印の字句は同時代の追記､( )内は同時代に削除された部分)

606 (fO1)LeclerdesdemainesetaydesdeT*feu一 mor!sei-
gneurleducdeBourgolngneayanSpreSentementCOurSmOn-
terabaranparextimacion)- *pourcestan-selonung

cayerdepappierou- *icellui- sontdeclairez (lesre-
ceplesdontTleCeVeurgeneraldetouleslejinancesdemondit

seigneurfaitreceplealasomme)- *aulonealasomme

de- 209.3901.3S.de40gros.

Sommeparsoy･----･ 209.3901.3S.de40gros

SurlequeIclersontaconduireparleditreceveurdes
financesle島partiesquis'ensuivent:

Etpnmes
607 Pourladespenseordinairedel'osteldemonsei-

gneurledue,laquellesecompteparlesescroesI･･･I･･72.000I.
608 Ambassades,grosvoyagesetmessageriesa5001.

parmois
609 Donsetdeffraiemensd'ambassades････････I

610 Escuieriesousontcomprinshabillemensdes
pages;血amasdegue汀eetdechevaulx,palm-
turesetautresparties

611 0ffrandek,aumosnesetobsecues-･

612 Fraitdemonnoyesetpertedefinances

6.0001.

4.0001.

613 Aupa'l'mentdesdebtesdeuestantdutempsde
feuRichartJuifcomm edeRobertdeleBouvire

etautres,1'onnemeticyrlenSpourCequeen
l'estatordinairel'Onyprentendespensetoutce
quemonteicelledespenseenl'anneecourant,ja
soitceBquetOutneSePayeenicelleannee,pource-- Neant

614 Achatdeうむapsdesoyeetdelayne---------･2.0001.
615 DenierspaleZenl'acquictde- *feu-mon-

seigneur(etpartiesexlraordinairesetquiest

deuparextimacion････････日日･･日日 8.0001.)
- *(pourcompte)tantauxmarchansbou-
chiersyqueaultrement,bar)endeduccion
d'icellesdebtes----･-----------･20.0001.

616 (P1vO)Achactetconduictedel'artillerie･･･--･･-･6.000I.

､*-Som血e- (enblanc)

617 AhlOnSelgneurlecontedeCharrolloys,poursa

despenseordinaire-----･-----･--･i･30･0001･
618 Etpoursadespenseextraordinaire･･････････････････4.8001.
619 AmadamoiselledeBourgolngne,pourSades-

penseordinaireetextraordinaire---------15.0001.

620 Etpourlesfillesdesonhostel･････････日日･日日････ 2401.

--･----･--<以下略>･-----･---

他方､-ソルネ一版での収入見積の総額が追加

ページ部分を除いたアルヌール版のそれを若干

上回?ているということ.は､アルヌール版とは

異なる作業過程を通じて､収入見積の取りまと

めとその書類作成が行われたこと､その作業完

了の後､判明したばかりの収入総額を記入した

上でソルネ一版の支出見積が執筆されたこと､

従ってそれは12月後半以降の可能性が高いこと
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を物語っているのである。．

∬　1467－68年次6tat後半部分の検討

　次に1467－68年次6taρ後半部分について、ア

ルヌール版とソルネー版の比較検討た移ろう。

総項目数45となる前者にはA．1～A．45、同じく

94項目となる後者にはS．606～S．699という番号

を前節と同様に付して考察する9＞。表5はソル

ネー版全体をほぼ忠実に再現したもので、かな

り大ぎな内容を含むことが分かる。

　表5の構成にあたって、筆者が独自に設けた

欄には降龍をつけて示した。「支出対象」、「ア

ルヌール版での項目」および「備考」欄がそれ

で、特にアルヌール版の項目と対照することが

極めて有効な結果をもたらしてくれる。これに

より、膨大なソルネー版にはアルヌール版に盛

り込まれた情報が殆ど網羅されているというこ

とが一目瞭然となるからである。しかもそれは

次の点でも意味深長である。

　というのも前項で見た通り，前半部分につい、

てはほぼ同一内容を保つ∫両版だが、後半部分の

記載項目数がアルヌール版ではソルネー版に比

べて極端に少なく、アルヌール版にのみ記され

ていて、ソルネー版には記されていない項目と、

いうのが、前にも触れたA．8に加え、A．15とA．45

のわずか3項目に過ぎないこζが明らかとなる

のだ10）。表6と表7上段がそのことを浮き彫り

にしている。つまり、両版を比較検討する際に厄

8）いずれの収入見積にも正確な日付の記述がない

　が、1467年12月18日に発生した対リエージュ戦役
　に関する言及があることから、それ以後に記され
　たことは確実だとされる（Amould［1984］p．235）。

9）ただしソルネー版については、アル、ヌール版と

　の比較上必要なため、原版に、はない項目分けを筆
　者が独自に行いS．643b，　S．662bを追加した。従って

　表5では総項目数は96となる。

は、表5のような仕方でソルネー版を再構成

し、対照した結果を表6と表7で示すだけでほ

ぼ事足りるということになる。

　ここで逆に、ソルネー版後半部分でS．613か

らS．699の79項目（注9での重複を含む）中から、

アルヌール版に出現しないものを抽出してみよ

う。結果は表7下段に示す通り、総数53項目に

ものぼる。これは極めて示唆的である。なぜな

ら前節で言及した通り、この6tatを作成した目

的が、前年度の収入をもとに次年度の支出を確

定することにあったことは間違いないとして、

一方でこの支出見積の後半部分が、全体として

定期金や給付金の支出額を網羅したものである

ことが一瞥して明らかであり、他方、アルヌー

ル版作成以降もそうした支出対象を確定する作

業を続けたことがソルネ一疋によって判明する

からである。

　しかもその際、重要人物と思しき者への支払

額収集・整理を1つの主眼としていることが、

次の2点からの検討によって確かともなる。第

1は、ソルネ凹版で各費目の先頭に付された

ローマ数字の存在である。ブルゴーニュ公自身

と公娘に関係する部分の1～mから始まり、合計

XXIIIの数字が付されている。・Xが都合3度（S．630，

Sβ39，S．643）、　xlIは2度（S．632，　S．644）重複記述

されており、それを示すためか1カ所ずつ“加η”

という言葉が附記されている。表6では、アル

ヌール版も加え、ローマ数字を含んだソルネー

版の当該項目を対照して見て取ることができ

る。これから分かる通り、ローマ数字が記され

10＞A．15と最終のA．45はそれぞれ同時代に追記され

　た次の2項目である。一
〈APhilippe　Monseigneur　de　Savoye　　4．8001b，〉，
＜Item　prenoit　pour　les　labeurs　qu’il　avoit　a

cause　de　l，Espargne　et　par　les　mains　du　rece－

veur　de　rEspargne　en　1001ivres　　　　　1001b．〉
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表6　ソルネー版とアルヌール版各6tatの比較検討②

ソルネー（S）版から見たアルヌール（A）版

S版
S版での
香[マ数字 A版

S．607 1 A．1

S．608 A．2

S。609 A．3

S．610 A．4

S．611 A．5

S．612 A．6

S．614 A．7

S．615 A，9

S．616 A，10

S．619 ∬ A．ll

S．620 皿 A．12

S．622 V A．14

S．623 VI A．16

S，624 IIII A．13

S．626 w A．17

S．627 櫃 A．18

S．630 X，bon A．24

S，632 X皿，bon A．25

S．637 IX A」9
S．639 X A．20

S．640 XI A．21

S．643 X A．22

S．643b A。23

S．644 皿 A．42

S．645 XIII A．43

S版
S版での
香[マ数字 A版

S．646 A．26

S．647 A．44

S，648 XIV A．27

S．651 XV A．28

S．652 A．29

S．653 A．31

S．654 A．30

S．662 XVI A．32

S．662b A．33

S．663 A．34

S．665 XVII A．35

S．666 XVIII A．36

S．668 XIX A．37

S．675 XX A．38

S．678 XXI A．39

S．684 A．41

S．693 ・XXII A．40

S．694 XXIII んな6

た費目はS．694を例外として、他はすべてアル

ヌール版に出現している。この数字が何を意味

するのか、実は刊行者のソルネーも詳らかには

していない（Somay［1987］P．80）。しかし、表5の

支出対象欄を見ると、ブルゴーニュ公の庶子3

人（S．623，S．627，　S．639）の存在が附記されてお

り、またブルボン家の人物やヘルレ公（S．624，

S．625）、あるいは宮廷司祭たち（S．648）への給

付の言及を見ると、アルヌール版から既に記載

され、続くソルネー版でローマ数字を付された

のは、比較的高額の支払いを行うべき重要度の

高い人物であろうことが推測できる11）。

　この推論を補強するのが第2点である。アル

ヌール版には同じ形では記載されていないが、

ソルネ開版の後半部分に出現する特別記載項目

部分を見てみよう（表5・）12）。S．679からは記載

頁葉を改め、その冒頭に「前年次の収入から支

出すべきことが予め定められている他の定期

金」《珈かe5、ρθη∫’oη3ρFε6ε∂2〃2〃2θη’〃廊ε33〃ア1α

伽’θrθα勿θg8ηθアα1θ》とわざわざ断り書きを入れ

て、トゥールネ司教やヌヴェール領主（S．680，

S．681）などかなり高額な定期金支払いが設定さ

11）　これには、たとえ給付金額が小さくとも、ブル

　ゴーニュ公の側用人とも言うべき立場の氏名がか
　なり頻繁に記載されているという事実も加えるべ
　きであろう。
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表7　ソルネー版とアルヌール版各6tatの比較検討③

アルヌール版だけにあるもの右3項目 A．8，A．15，　A．45

ソルネー版だけにあるもの以下53項目

S・613・S・617・S・618・S・621・S・625・S・628・S・629・S・631・S・633・S・634、10

S．635，S。636，　S．638，　S．641，S．642，　S．649，　S。650，　S．655，　S．656，　S．657　　　10

S．658，S．6藷2霊．…§．660，　S．661，S．664，　S．667，　S．669，　S．670，　S．671，S．672　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

r・673・S・面74・S・676・S・677・S・679・S・680・S・681・S・682・S・683・S・685、10

S・686・S・687・S・688・S・689・S・690・S・691・S・692・S・694・S・695・S・696，10

S．697，S．698，　S．699　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　季

㈹v　　　5瞑

れているのがここでも判読できるのである。

　以上の結果を整理すれば、給付額の小さい人

物ももちろん記載されており、すべて正確に個

人の比定を行うのは困難だとしても、史料中そ

の他の費目記載部分や刊行者たるアルヌールに

よる注記から13）、高額な定期金や給付金の受領

者の多くが、高位の人間、ブルゴーニュ公家の

傍系親族あるいは公自身に関連の深い人物であ

ることが分かる。従って、情報量がまだ少ない

アルヌール版の作成という早い時点から、そう

した人物への支払いを明確にすることが、この

支出見積6tat作成の大きな目的となっていたこ

とが窺えるのである。’

　最後に小計と合計金額に関する問題点につい

て述べ、検討を終えることにしよう。表8に

は、ソルネー版に記された当該費目番号と頁

葉、金額と小計を抽出したものに加え、右の2

12）この一群の項目中、ソルネー版のローマ数字
　XXIIの付いたS．693だけが、アルヌール版のA．40に

　記載されている。

13）　アルヌールは、支出対象者となっている人物が
　同定できる限り、刊本で注記を行っている。表5
　の備考欄ではそれを反映させて記述している。

欄に筆者が独自に小計と合計を算出した金額と

備考を記載した。

　ソルネー版6tatの記述者は、尊邸葉の最後の

部分にその葉の小計を記すというごく自然な記

載方式を採っている14）。ただしこの原則は厳

密ではない。まず、最初の小計欄は本来の

S．615の次ではなく、第1葉裏最初の項目S．616

の次に来ており、しかも前述のごとくここは空

欄となっている。S．613の額をゼロとして、

S．607からS．616まで単純に小計してみるとその

額は115，0001b．となる。また、第1葉裏の最終

項目S．633の最後に配してしかるべき小計が行

われていない。実際に計算してみると小計は、

74，3541b．となる。更に、第2葉表の小計額は必

ずしも正確とはいえない15）。
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14）表8では厚葉の区切りを二重線で示した。
15）表8のS．643，S．643bは筆者の積算ではゼロとし

　た。この2費目だけ、理由は不明だが特殊な貨幣
　表示（恐らくFlorin　du　Rhin）されており、換算が困

　難だからである。ただし、この頁葉小計が原本で
　8．5191．、筆者の計算が8，9811b．でさほど相違がない

　ことを考慮に入れると、同時代の筆記者も上記2

　費目を小計には入れていない可能性も高い。これ
　はカッコ書きされた7．8711．という頷をどう見るか

　にもよるが。
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表8　ソルネ隔子での小計と合計

　　　　　　　　　　　i番号と頁葉　　…

@　　　　　　　　　　i
金 額

i
・
　
　
原
本
で
の
小
計
；

融
満
考
3

607il　　　i 72000
1
．

i i　　　　　　　i
戟@　　　　　　i

608i　　　　l 6000 L i i　　　i
60gi　　　　i 4000 1．

i　　　　　i　　　　　　　ヨ

610i　　　　l 2000 L i i　　　　　i　　　　　　　；

611i　　　　… 2000 L … l　　　　　i　　　　　　　；

612；　　　　1 1000 1． ； i　　　　　i　　　　　　　．

613i　　　　… 0 iNeant i　　　　　i　　　　　　　；

614i　　　　i 2000 L i l　　　　　i

615｝　　　　i 20000
1
． i i　　　…

　　　．一U16iρ1v・　i 6000 1
9

iS・mm・　［en　blanc］
．一…115，000i　原本は金額空欄

617i　　　　… 30000 L … l　　　　i　　　　　　　I

618i 4800 1． i …　　　　　　　3

61gi11　　　● 15000 1． … i

620i班　　　　… 240 1． i　　　　　i

621｝　　　　i 0 iNeant
i　　　　　　　　　　　　l

堰@　　　　　　i

622i7 4000 1． … i　　　…

623i四　　　i 3840 L … ；　　　i

624i1】W　　　｝ 4800 1． E l　　　　　　　　　　　　l

堰@　　　　i

625i　　　　… 4800 L …
l　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

626吻　　i 1440 1． …
i　　　　　　　i
F

627i㎜　　　…　　　　　　　　　　　： 1440 1曹
2 i　　　　　i；　　　　　　　　　　　　1

628i　　　　… 657 L i　　　i
62gi 657 1． i i　　　　　i　　　　　　　；

630ぼわ。η　　1 800 L ｝ i　　　　　i　　　　　　　：

631i 600 1． i i　　　　　　　i　　　　　　　；

632i罵わ・η　… 320 1． …　　　ウ i　　　…
633i　　　　　　l　　　3

960 1． i i　74，354i原本金額記述なし

　　　．＝一U34ifO2　　　… 657 1．
一
…

i　「　　　　　　　；

635i　　　i 657 1． …
i　　　　　；

636i　　　i 657 1． i i　　　i
637i醒　　　i 720 1． … i　　　i
638i　　　　…　　　　　　　　　　　： 2336 1． …

l　　　　　　il　　　　　　　　　　　　：

63gix　　　　i　　　　　　　　　　　3 800 1． … i　　　i
640i溜　　　　i 438 1じ i i　　　　　　　i

@　　　　　　｝
641i　　　　i　　　■

438 1． i i　　　　　i　　　　　　　：

642i　　　　i　　　騨

438 1． i i　　　　i　　　　　　　；

643ix　　　i 0 i　　　2．920F．R， i　　　　　i「
@　　　　　　：

643bi　　　i 0

i
　
　
　
　
2
。
0
0
0
E
R
．
言

i　　　　　i　　　　　　　；

644i朋　　　i 1200 1， … i　　　i
645i湿11　　　｝ 730 L i［Sommα］　r7．871正ノ　8．519

＝　　　　　　　　　　　　幽

堰@9，071i
　　　．屑罵鳳關■■屑『

U46iρ2v・　i 876 1． i ，回回邸
w
i
　
　
　
　
　
i

647i　　　　i 730 l
U

… i　　　i
648i。κ17　　　i 9000 1

9
i i　　　　　　il　　　　　　　　　　　　二

64gi　　　　i 32 1． i　　　　　… i　　　i
650、i　　　　i 32 1． i　　　　　… i　　　i
651i罪　　　i 72 1． i i　　　i
652i　　　　i 180 1． …

i　　　　　　　iI　　　　　　　　　　　」

653i　　　i 438 L i i　　　　il　　　　　　i

　　　　　　　　　　　…　　　；

U54i　　　　　　　　　　　i 180 1． i　　　　　　　i
堰@　　　　　　l i　　　i

655i　　　　i 80 1． i …　　　i
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　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　…
ﾔ号と頁葉　　i　　　　　　　　　　　… 金

隔
額

……i　　原本での小計 …
…
…
…
i

　　　　　　…
ｿi備　考　　　　　　：

656i　　　i 120 L i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

i
、 1

…
657i　　　i 165 1。 12 S． …

i

l1905　i　　小計一致　，　　　　　　1

　　　…
U58　i（fD　3）　　　　　　i 180 1． i　　　　　　　i

堰@　　　　　　i
…
…

．
i
…65gi　　　i 100 L i　　i …

…
…
…

660i　　　｛ 20 1。 i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

…
… …

661i　　i 20 1． i　　　　　　　i
堰@　　　　　　l

i …
…

662し皿ノ　　i 90 1． i　　i …
…

…
…

662bi　　　i 240 1． i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

i・ i
U63　i．　　　　　　　　　　i 200 1． i　　　　　　　i

堰@　　　　　　i
i i

664i　　　｝ 164 1り 5 S．
i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

i …
…

665iλγπ　　i 60 1． i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

…
…

…
…

666i入γ盟　　i 30 1． i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

…
…

…
…

667｝　　　i 200 L i　　　i 1
…

：
…

668i皿x　　i 225 1．
i　　　…l　　　　　　　i

…
…

i

66gi　　　i 32 1． …
… 1，561i　　小計一致

　　　l　　　　　　　　i　　　I

U70　i（fO　3　vo）　i 400 1．
i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

…
…

…
…

671i　　　i 200 1． ；　　i …
…

…
…

672i　　　i 2293 L 4 S．
i　　　　　　　i
堰@　　　　　　i

…
…

…
…

673｝　　　i 438 1．
i　　　　　　　il　　　　　　　i i …

…

674i　　　i 555．
1
．

i　　　　　　　l
堰@　　　　　　i

i i追記分を合算
675液　　　i　　　　　　　　　　　　…

328 1． 10 S．
i　　　　　　　l
堰@　　　　　　i

i …
…

　　　…

U76i　　　　i 246 L 2 S． i　　　i ； i

677i　　i 180 1． …iSomme：　　4．859　L　16s． i i
　　　l　　　　　　　　i　　　艦

U78i㎜　　i　　　　　　　　　　　　：　　　，

219 L

…
｝
i
S
o
m
m
e
：
　
9
9
．
7
5
1
1
．
1
3
s
．
：

…
…
…

　　　　．ｶ85gi劣瀦半平18　　　　3

67gif・4　　i 800 1． i　　　　　　　l
p　　　　　・　1

…
…

…
…

　　　…

U80i　　　　i 2739 1． 4 S．

　　　　　　　…i　　　　　　　1：　　　　　　　　　　　　；

i i
　　　…

U81i　　　　i 4800 1◆
i　　　　　　　i；　　　　　　　i i 1

682i　　　i 657
1
．

i　　　　　　　i：　　　　　　　i i i

683i　　　i 1920 L
i　　　　　　　l；　　　　　　　i i． i

　　　，

U84i　　　　i 657 1．
i　　　　　　　i；　　　　　　　i i i

　　　…

U85i　　　　i 200 L
i　　　　　　　i；　　　　　　　i i i

686i　　　i 240 L
l　　　　　　　i；　　　　　　　i

．
i

…

687i　　　i 2400
1
．

i　　　　　　　i＝　　　　　　　i i i

688i　　　i 328 1． 10 S．
…
… 14，741i　　小計一致

　　　・　　　　　　　　i
U89　ifO4vO　　　　i　　　… 200 L i　　　　　　　i

堰@　　　　　　i
：
…

…
…

6goi　　　　i　　　… 16 L
　　　　　　　…i　　　　　　　i：　　　　　　　　　　　　　：

｝ i

691｝　　　　i 219 1．
i　　　　　　　i：　　　　　　　i ｝ i

692i　　　i 219 1．
i　　　　　　　i：　　　　　　　i ｝ i

　　　1U931罵71　　i　　　； 146 1．
l　　　　　　　ii．　　　　　　　i ｝ i

694iλX】α1　　｝ 60 1．
i　　　　　　　il　　　　　　　i i i

6951　　　　｝ 182 1． 10 S．

i　　　　　　　il　　　　　　　i i
i．

　　　2U96…　　　　i 768 1．
l　　　　　　　ii　　　　　　　i i i

697i　　　　｝ 16 L
i　　　　　　　i；　　　　　　　i ｝ i

698i　　　l 96 L iSomme：　　2．022　L　lOs， i ｝
　　　i　　　　　　　　i　　　「

U99i　　i 100 1．

i
i
S
o
m
m
e
：
　
　
董
6
。
7
6
4
1
．
4
s
．
…

…
…
i

乳・22．

P
枡
繊
　
　
　
　
，

　　　　　　：
@　　　　　i　　　　　　　　i
@　　　　　i　　　　　　　　i
轟vi　　　i　　　　　　i　　　　　　　　l　　　　　　燭　　　　　　　　　　　　　　　1

233，513
1
． 57 s．

i
l
　
　
　
　
　
　
　
：
：

…
…
…
…
…

　　　　　…
@　　　　…
Q335131　　，　　　　　…

@　　　　…

一64一



1467－68年次ブルゴーニュ公財政の支出見積6tatに関する史料論的考察

　ところがこうした混乱を示す前半部分とうっ

てかわって、後半部分については、同時代の筆

記者による小計額は正確な数値を示す。とりわ

け第3葉裏のS，674では、当初の3361b．に2191b．

が追記されているのだが（計5551b．）、そのこと

がきちんと小計に反映されている点は印象的で

ある。無論例えば、S．644カッコ中の6481b．が実

際には6571b．であるなど、小さな計算ミスがあ

るにはある。しかしながらそれも含め、前半部

分における小計の欠如といった状況は、当時

次々に寄せられる費目を積算しつつこの支出見

積全体を作成する過程で、頁葉ごとの小計作業

を困難にさせるような追加項目が少なからず

あった、と考える方がむしろ自然である。

　そこで、ソルネー版に現れている金額を単純

に総計してみると、表8の最終欄で示す通り、

23万35131b．ほどという数字が出てくる。これ

に、同時代にも《Neant》として金額が記されて

いない費目があることを考慮すると、実際は

もっと大きな数字となることは疑いない。従っ

て単純に結論すれば、前年次収入額209．3901b．

ほどに対して10％以上の赤字になるという結果

を、この時点での支出積算作業はもたらしたの

である。

検討を終えて

　史料として伝来はしていないものの、初代

ヴァロワ朝ブルゴーニュ公のフィリップ＝ル瓢

アルディ以来、会計役人の手によって6tatが作

成され、収支報告が行われていたことは確かだ

とされる。それは公国財政の概要を知る上で非

常に重要な会計資料であったに違いない。第3

代公ブイリップ諜ル鵠ボンの治世下、1445年に

恐らく初めて公国全体の財務概要を示す6tatが

作成された。結果は大幅な赤字であったことは

既に見た（藤井［2004］p．386．387）。

　同じくフィリップ公最晩年で死去に至る1467

年の後半から同年末にかけて、公国を形成する

各小邦の財政を司る会計官により、各地の収入

報告書が会計院へもたらされた。会計院に在園

する財務・会計役人たちはそれらをとりまとめ

た上で、公国全体の収入見積をまず行い、それ

をもとに翌年次以降必要となる支出の見通しを

得ようと、支出額を積算していった。アルヌー

ル版・ソルネー版ともリエージュ領の追加収入

を除くと、いずれも21万lb．弱の純収入だったこ

とを示している。これに対し、表5で空欄とさ

れた箇所の小計も入れて支出を合計すると、23

万30001b．強となり、未記入の費目の存在を考

慮に入れれば、ここでもかなりの赤字となるこ

とが見込まれる。

　この時の収支見積の作成が、通常の財務処理

の一環だったのか、それとも何か特殊な事情と

目的のもとで行われたのか、残念ながら知るこ

とは困難である。しかし、1467年6月に3代公

フィリップ＝ル＝ボンが逝去し、公太子シャル

ルが新公に登位しようとするまさにその時期

に、公国全体の収支見積が行われたということ

は、後者のニュアンスを強く感じさせる。この

時、本論第H節で明らかにした通り、支出見積

の後半部分での積算項目が、ブルゴーニュ公治

世にとって重要な人物たちへの定期金や給付金

で埋め尽くされている、という事実にとりわけ

注自すべきであろう。公安継承というクリティ

カルな時期に、新公シャルルが財政基盤を明確

に内外に示すことで、治世の安定を図ろうとし

たように、筆者には思える。もちろん、これは

あくまでも推論に過ぎない。しかし、その後10

年ほども続くシャルル＝ル＝テメレールのブル
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ゴーニュ公国拡大路線は、そうした財政的な裏

付けなくしては不可能であったことは間違いな

い。

　前稿で結論したように、「中世的家産経済か

ら近代的財政国家へと変貌を遂げつつあった」

ブルゴーニュ公国は（藤井［2004］p．390）、危うい

ながらも収支均衡を常に保とうとした財務役人

たちとそのシステムの存在を浮き彫りにする。

本稿で取り上げた6tatの存在は、彼らとその機

能を抜きにして、中世後期ブルゴーニュ公国の

第72巻第2・3合併号

　　「近代」国家としての成長過程を論じることが

　　できないことを示しているのである。

＊本稿は、財団法人学術振興野村基金研究プロジェ

クト（平成17～19年度）：「国際化・分権化時代の日

本経済に関する政策形成・評価の総合的研究」（研

究代表者九州大学大学院経済学研究三教授室山

義正）による研究成果の一部である。

［九州大学大学院経済学研究院教授］
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